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  《 ４月２２日以降の日本会議兵庫関連団体の主な催物 》              

  ○4月28日（土）北播磨支部総会・記念講演会（講師：高橋史朗先生）  

  ○神戸護國神社清掃奉仕および清掃奉仕 

  ○5月 3日（木）前後 憲法週間（各地・各支部） 

  ○5月 3日（木）淡路島支部総会（淡路島ふるさとセンター、憲法フォーラム併催） 

  ○6月 2日（土）中・西播磨支部学習会 

  ○6月17日（日）女性の会 教育講演会（講師：葛城奈海先生） 

  ○7月16日（月祝）兵庫県本部総会（姫路キャッスルホテル、講師：阿比留瑠比先生） 

  未定部分は，決定次第最新号でお知らせいたします。 

 

《
兵
庫
県
本
部
役
員
研
修
》 

 

四
月
一
日
（
日
）
長
田
神
社
（
神
戸

市
）
に
お
い
て
、
日
本
会
議
本
部
の
多
久

善
郎
先
生
に
よ
る
支
部
役
員
研
修
が
行
わ

れ
た
。
テ
ー
マ
は
次
の
五
点
で
あ
る
。 

一
、
自
衛
隊
の
現
状
と
憲
法
改
正
に
関
す

る
国
会
状
況
に
つ
い
て 

二
、
国
会
で
三
分
の
二
を
確
保
で
き
る
唯

一
の
選
択
肢
と
し
て
の
「
自
衛
隊
明
記

論
」 

三
、
自
衛
隊
明
記
条
項
の
実
際 

四
、
自
衛
隊
の
憲
法
明
記
で
何
が
変
わ
る

の
か 

五
、
「
自
衛
隊
明
記
」
を
国
民
に
浸
透
さ

せ
て
い
く
為
の
課
題 

 

ま
た
、
日
本
会
議
関
係
学
者
の
「
自
衛
隊

明
記
」
案
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
。 

○
西
修
案 

 

九
条
の
２
を
追
加
「
①
日
本
国
の
平
和

と
独
立
を
守
り
、
国
の
安
全
を
保
つ
た

め
、
自
衛
隊
を
保
持
す
る
。
②
自
衛
隊
の

最
高
監
督
権
は
、
内
閣
総
理
大
臣
に
属

し
、
自
衛
隊
の
行
動
に
つ
い
て
は
、
文
民

統
制
の
原
則
が
確
立
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
③
自
衛
隊
の
編
制
及
び
行
動
は
、

法
律
で
こ
れ
を
定
め
る
。
」 

○
百
地
章
案 

 

「
九
条
の
２
」
を
追
加
「
①
前
条
（
九

条
）
の
下
に
、
我
が
国
の
平
和
と
独
立
を

守
り
、
国
際
平
和
活
動
に
寄
与
す
る
た

め
、
自
衛
隊
を
保
持
す
る
。
そ
の
組
織
及

び
権
限
等
は
、
法
律
で
定
め
る
。
②
内
閣

総
理
大
臣
は
、
自
衛
隊
の
最
高
指
揮
権
を

有
す
る
。
③
自
衛
隊
は
そ
の
行
動
に
つ

き
、
国
会
の
承
認
そ
の
他
の
民
主
的
統
制

に
服
す
る
。
」 

  

特
に
、
「
四
、
自
衛
隊
の
憲
法
明
記
で

何
が
変
わ
る
の
か
」
に
つ
い
て
の
説
明
に

つ
い
て
大
ま
か
な
内
容
は
次
の
通
り
。 

①
国
民
が
自
衛
隊
を
選
択
す
る
こ
と
の
意

義 

②
自
衛
隊
の
憲
法
明
記
で
確
実
に
変
わ
る

こ
と 

 

１
、
違
憲
論
の
余
地
を
無
く
し
、
最
高

裁
判
所
が
正
面
か
ら
「
合
憲
」
の
判

断
を
下
せ
る
よ
う
に
な
る
。
（
最
高

裁
は
、
憲
法
判
断
を
回
避
） 

 

２
、
「
法
律
」
で
定
め
ら
れ
て
い
る
だ

け
の
自
衛
隊
を
「
憲
法
」
に
明
記
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
法
的
安
定

性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

３
、
学
校
教
育
に
お
い
て
、
自
衛
隊
を

積
極
的
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き

る
。 

 

４
、
自
衛
隊
の
「
権
限
」
は
変
わ
ら
な

い
が
、
そ
の
「
地
位
」
は
間
違
い
な

く
向
上
す
る
。 

 

５
、
自
衛
官
の
指
揮
と
誇
り
を
高
め

る
。 

 

６
、
国
を
守
る
こ
と
に
つ
い
て
の
現
実

的
か
つ
本
質
的
な
議
論
が
始
ま
る
。 

 

７
、
国
民
投
票
は
対
外
的
抑
止
力
を
生

み
出
す
。 

  

さ
ら
に
、
「
五
、
「
自
衛
隊
明
記
」
を

国
民
に
浸
透
さ
せ
て
い
く
為
の
課
題
」
に

つ
い
て
の
大
ま
か
な
内
容
は
次
の
通
り
。 

１
、
保
守
に
よ
る
加
憲
反
対
論
ん
い
対
し

て 

２
、
立
憲
民
主
党
・
共
産
党
に
よ
る
反
対

論
に
対
し
て 

 



 
３
、
「
今
の
ま
ま
で
良
い
の
で
は
」
と
の

守
旧
論
に
対
し
て 

４
、
「
あ
り
が
と
う
自
衛
隊
」
の
ポ
ス

タ
ー
掲
示
・
チ
ラ
シ
の
ポ
ス
テ
ィ
ン

グ
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布 

                 

《
第
四
六
回
定
例
会
の
報
告
》 

 
 
 
 
 
 
 
 

阪
神
北
支
部 

去
る
三
月
一
四
日
、
本
年
度
最
終

回
と
な
る
第
四
六
回
支
部
定
例
会
を

開
催
し
た
。 

今
回
は
、
北
朝
鮮
の
脅
威
・
中
国
の

更
な
る
軍
備
増
強
を
受
け
て
、
今
年

中
に
も
憲
法
改
正
へ
の
国
民
投
票
が

執
り
行
わ
れ
る
か
と
の
予
測
か
ら
、

支
部
会
員
の
方
々
に
現
行
憲
法
の
不

備
、
自
衛
隊
の
立
場
と
憲
法
に
明
示

す
る
必
要
性
に
つ
い
て
の
認
識
を
高

め
て
頂
け
た
ら
と
の
思
い
で
、
昨
年

九
月
一
五
日
の
「
美
し
い
日
本
の
憲

法
を
作
る
兵
庫
県
民
の
会
」
の
総
会

記
念
講
演
で
あ
る
、
井
上
和
彦
先
生

の
「
自
衛
隊
あ
り
が
と
う
」
の
講
演

記
録
を
内
部
資
料
と
し
て
預
か
っ
て

い
たD

isk

の
視
聴
を
行
う
事
と
し
た
。 

案
内
を
配
布
し
て
か
ら
実
は
音
声
の

み
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
解

り
、
県
本
部
に
相
談
と
ご
無
理
を
お

願
い
を
し
た
と
こ
ろ
、
映
像
も
貸
し

て
頂
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

数
日
前
に
使
っ
て
い
た
パ
ソ
コ
ン

が
ダ
ウ
ン
、
当
日
代
替
機
を
予
備
設

定
無
し
で
持
ち
込
む
事
と
な
り
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
と
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ

に
時
間
を
費
や
す
事
と
な
り
皆
さ
ん

に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
お
詫
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。 

井
上
先
生
の
お
話
は
解
か
り
や
す

く
、
内
容
を
よ
く
理
解
頂
け
た
事
と

思
い
ま
す
。 

 

そ
の
後
、
「
あ
り
が
と
う
自
衛

隊
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
協
力
依
頼
、

五
月
二
〇
日
に
憲
法
フ
ォ
ー
ラ
ム

(

仮)

、
六
月
二
三
日
に
支
部
定
時
総
会

を
開
催
予
定
で
あ
る
旨
周
知
し
て
閉

会
し
た
。(

出
席
一
三
名) 

 
 
 
 
 

 

事
務
局 

金
岡 

俊
彰  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

《
街
頭
活
動
》 

 

急
に
暖
か
く
な
り
、
桜
の
開
花
も
始

ま
っ
た
三
月
二
五
日
の
昼
時
約
一
時

間
半
に
わ
た
り
、
神
戸
大
丸
前
に

て
、
今
月
の
憲
法
街
頭
活
動
を
行
っ

た
。 

 

集
ま
っ
た
の
は
、
六
名
で
あ
っ
た

が
、
有
り
難
う
自
衛
隊
チ
ラ
シ
お
よ

び
五
月
三
日
の
憲
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

チ
ラ
シ
を
各
二
〇
〇
枚
、
署
名
は
二

二
筆
頂
い
た
。 

 

マ
イ
ク
で
自
衛
隊
あ
り
が
と
う

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
説
明
し
、
本
日
は

自
民
党
党
大
会
に
て
、
九
条
に
自
衛

隊
明
記
の
方
針
が
固
ま
っ
た
こ
と
も

報
告
。 

訴
え
に
耳
を
傾
け
て
い
た
市
民
に
署

名
を
促
す
と
、
署
名
し
て
く
だ
さ
る

方
が
結
構
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
運
営

ス
タ
ッ
フ
の
方
が
述
べ
て
い
ま
し

た
。 次

回
は
四
月
二
二
日
の
正
午
か

ら
、
ま
た
、
五
月
三
日
の
午
前
に
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
（
Ｋ
・
Ｉ
記
）  
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